
は
じ
め
に

　

初
期
俳
諧
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
松
永
貞
徳
の
生
年
は
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）、
没
年
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
と
言
わ
れ
て
い
る
（『
俳
文
学

大
辞
典
』）。
そ
の
貞
徳
の
句
に
「
酒
の
朋
遠
方
よ
り
や
き
く
の
宿
」（『
崑
山
集
』

六
二
〇
九（
１
））
が
あ
る
。
こ
の
句
は
、
次
に
述
べ
る
通
り
、
和
歌
・
連
歌
と
の
連
続

性
を
保
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
点

に
お
い
て
、
初
期
俳
諧
を
象
徴
す
る
句
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
和
歌
・
連
歌
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
は
、
縁
語
及
び
掛
詞
の
使
用
が
挙

げ
ら
れ
る
。
上
句
の
「
酒
」
と
下
句
の
「
き
く
」（
菊
）
と
は
重
陽
の
節
句
に
菊

酒
を
飲
ん
だ
こ
と
か
ら
縁
語
の
関
係
に
あ
る
。
貞
徳
よ
り
少
し
後
の
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
高
瀬
梅
盛
撰
『
俳
諧
類
舩
集（
２
）』
に
お
い
て
も
、「
酒
」

の
付
合
語
の
一
つ
と
し
て
「
菊
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
き
く
」
は
「
菊
」

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
酒
を
聞
く
」
の
「
聞
く
」
で
も
あ
る
し
、「
き
く
」
の
「
き
」

は
「
朋
遠
方
よ
り
来き
た

れ
る
」
の
「
来き

」
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、「
き
（
く
）」
は
掛

詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
句
末
の
「
き
く
の
宿
」
は
秋
と
い
う
季

節
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、『
類
舩
集
』
の
「
宿
」
の
項
に
「
わ
か
宿
の
菊
の
白

露
と
も
よ
め
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
わ
が
宿
の
菊
の
白
露
け
ふ
ご
と
に
い
く
世

つ
も
り
て
淵
と
な
る
ら
ん
」（『
拾
遺
集
』・
秋
・
一
八
四
・
藤
原
元
輔（
３
））
と
い
う

歌
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
酒
の
朋
」
の
句
は
、
縁
語
・
掛
詞
を
駆
使
し
、
読
む
者
に
季

節
を
感
じ
さ
せ
、
さ
ら
に
古
歌
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
と
い
う
点
で
和
歌
や
連
歌
と

の
連
続
性
が
見
ら
れ
る
が
、そ
れ
ら
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
も
あ
る
。そ
れ
は
、「
遠

方
」
と
い
う
漢
語
の
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
を
ち
か
た
」
と
訓
読
み
す
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
こ
の
句
で
は
「
朋
遠
方
よ
り
」
と
な
っ
て
お
り
、『
論
語
』
学
而

第
一
に
あ
る
「
有
朋
自
遠
方
来
」（
朋
遠
方
よ
り
来き
た

れ
る
こ
と
あ
り
（
４
））」に
由
来
す

る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、「
え
ん
ぽ
う
」（
ゑ
ん
は
う
）
と
音
読
み
で
読
む
漢
語

と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
漢
語
を
取
り
入
れ
た
表
現
は
俳
諧

に
必
要
な
「
俳
言
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
俳
言
を
句
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
和
歌
以
来
の
優
美
な
言
葉
の
連
続
と
は
違
っ
た
不
調
和
や
、
時
に

よ
っ
て
は
違
和
感
あ
る
い
は
緊
張
感
と
い
っ
た
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
こ
に
初
期
の
俳
諧
作
者
た
ち
は
和
歌
や
連
歌
に
は
見
ら
れ
な
い
一
種
の

お
か
し
み
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
（
５
）。

初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て

吉
　

田
　

健
　

一

（
三
五
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て
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こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
初
期
俳
諧
、
と
り
わ
け
貞
門
の
俳
諧
に
つ
い
て
、
加

藤
定
彦
の
「
俳
諧
の
誕
生
」
に
次
の
記
述（
６
）が
あ
る
。

貞
門
の
俳
諧
観
は
、「
凡
そ
、
誹
諧
句
体
は
、
連
歌
に
俗
語
を
加
へ
て
、
前

句
の
詞
を
あ
ら
ぬ
品
に
取
成
し
て
付
け
侍
る
さ
ま
な
り
」（『
誹
諧
初
学
抄
』）

と
い
う
『
徳
元
説
』、
あ
る
い
は
「
連
歌
は
景
物
を
本
と
し
、
俳
諧
は
世
諺

（
世
俗
の
言
葉
）
を
本
と
す
」「
誹
諧
は
即
ち
百
韻
な
が
ら
俳
言
に
て
賦
す
る

連
歌
な
れ
ば
」（『
増
山
井
』）（
季
吟
跋
）
と
祖
述
さ
れ
る
貞
徳
の
俳
言
説
に

代
表
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
貞
門
時
代
の
俳
諧
は
中
世
の
畳
字
（
異
体
）
連
歌

の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
、
俳
言
と
よ
ぶ
俗
語
・
漢
語
を
歌
語
の
雅
文
調
の
中

に
投
入
、
そ
の
不
調
和
か
ら
生
ま
れ
る
お
か
し
み
を
専
ら
と
し
、
ま
た
俳
言

を
次
々
と
賦
し
続
け
る
こ
と
に
よ
り
句
の
連
鎖
も
可
能
と
な
る
。
…（
一
部
、

省
略
）
…
ま
た
、「
前
句
の
詞
を
あ
ら
ぬ
品
に
取
成
し
て
付
け
侍
る
」
と
い

う
技
法
は
、
貞
門
の
俳
諧
が
や
は
り
「
懸
詞
（
秀
句
）」
に
代
表
さ
れ
る
言

語
遊
戯
を
専
ら
と
し
た
証
拠
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
う
述
べ
た
上
で
、
貞
門
の
代
表
者
で
あ
る
貞
徳
自
身
の
作
風
を
「
懸
詞
・
諺
・

本
歌
本
説
な
ど
に
着
想
し
た
句
が
多
く
、
主
知
的
な
作
風
で
あ
る
」
と
評
し
て
い

る
。「
酒
の
朋
遠
方
よ
り
や
き
く
の
宿
」
は
ま
さ
に
加
藤
氏
の
評
言
通
り
の
句
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

貞
徳
の
こ
の
句
に
限
ら
ず
、
初
期
俳
諧
に
は
『
論
語
』
中
の
語
を
取
り
込
ん
だ

句
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
取
り
込
み
方
を
見
る
と
、
こ
の
句
の
よ
う
に
『
論
語
』
の

読
み
下
し
文
の
中
の
語
句
が
そ
の
ま
ま
に
近
い
形
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

　

一
方
で
、『
論
語
』
か
ら
の
取
り
入
れ
は
、
貞
徳
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
の
日
本
の

漢
詩
に
も
見
ら
れ
る
が
、
初
期
俳
諧
の
場
合
と
は
違
い
が
あ
る
。
江
戸
時
代
初
期

の
漢
詩
の
場
合
は
、『
論
語
』
や
儒
学
の
精
髄
を
作
品
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た

の
で
あ
り
、
俳
諧
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
お
か
し
み
」
を
生
み
出
す
た
め
に
、
換

言
す
れ
ば
一
種
の
言
語
遊
戯
と
し
て
『
論
語
』
を
取
り
込
も
う
と
し
た
の
で
は
な

い
。取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
章
段
か
ら
字
句
を
切
り
取
っ
て
詩
の
中
に
嵌
め
込
み
、

そ
の
字
句
を
『
論
語
』
中
の
典
故
や
孔
子
及
び
高
弟
の
教
え
等
を
引
き
出
す
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
と
江
戸
時
代
初
期
に
日
本

で
作
ら
れ
た
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
取
り
入
れ
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
初
期
俳
諧
に
よ
る
『
論
語
』
摂
取
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
本

論
で
扱
う
初
期
俳
諧
と
は
、
概
ね
貞
徳
、
彼
を
始
祖
と
す
る
貞
門
派
及
び
そ
の
少

し
後
に
起
こ
っ
た
談
林
派
の
俳
諧
を
指
す
も
の
と
す
る
。

一
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取

㈠ 

初
期
俳
諧
時
代
の
『
論
語
』
の
テ
キ
ス
ト

　

初
期
俳
諧
時
代
の
俳
諧
作
者
た
ち
は
『
論
語
』
を
ど
ん
な
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て

読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
呉
美
寧
「
室
町
末
期
・
江

戸
初
期
の
論
語
集
注
本
に
お
け
る
古
注
の
影
響
―
元
亀
本
・
寛
永
本
・
寛
文
本
を

対
象
と
し
て
―
（
７
）」
は
、「
室
町
時
代
ま
で
、
論
語
の
テ
キ
ス
ト
は
古
注
本
即
ち
、

論
語
集
解
（
８
）本
が
主
流
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
、
宋
学
の

普
及
や
出
版
文
化
の
拡
散
に
よ
り
、
新
注
本
即
ち
、
論
語
集
注
本
へ
と
交
代
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
音
読
の
際
の
読
み
方
に
関
し
て
は
、「
論
語

テ
キ
ス
ト
の
交
代
期
の
集
注
本
が
、
集
注
本
で
あ
り
な
が
ら
、
加
点
さ
れ
た
訓
に

は
、
そ
れ
ま
で
の
訓
読
の
影
響
、
つ
ま
り
、
古
注
に
よ
る
訓
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

（
三
六
）



注
目
」
し
て
、
春
永
筆
の
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
本
（
桂
庵
点
）、
静
嘉
堂
文

庫
蔵
の
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
版
本
（
文
之
点
）、
内
閣
文
庫
蔵
の
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
版
本
（
道
春
点
）
の
『
論
語
集
注
』
を
比
較
し
、
林
羅
山
の
点
が

施
さ
れ
た
寛
文
本
に
至
っ
て
も
古
注
の
訓
読
に
用
い
た
清
原
博
士
家
の
読
み
方
が

ま
だ
残
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
呉
美
寧
論
文
に
あ
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
末
期
に
古
注
本
か
ら
新
注
本
へ

の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
貞
徳
を
始
め
、
初
期
俳
諧
に
関
わ
っ
た
者
た

ち
の
多
く
は
、
内
容
は
朱
熹
の
新
注
に
よ
り
な
が
ら
も
訓
点
は
古
注
に
よ
る
読

み
方
の
影
響
が
残
る
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
『
論
語
』
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
高

い
。
た
だ
、
具
体
的
に
ど
の
抄
本
・
板
本
を
読
ん
で
い
た
の
か
ま
で
は
確
定
で
き

な
い
の
で
、
こ
の
論
文
で
は
、
初
期
俳
諧
に
摂
取
さ
れ
た
『
論
語
』
の
章
句
の
読

み
方
の
基
準
と
し
て
、
貞
徳
の
時
代
に
比
較
的
近
い
時
期
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る

足
利
市
鑁
阿
寺
蔵
本
の
『
足
利
本　

論
語
抄
』
を
目
安
と
す
る
。
こ
の
本
の
成
立

時
期
に
つ
い
て
は
、
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
足
利
学
校
第
七
世
庠
主
九
華

の
六
〇
歳
前
後
、
即
ち
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
頃
の
自
筆
本
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。
内
容
は
古
注
派
の
総
帥
と
も
言
う
べ
き
清
原
博
士
家
の
読
み
方
及
び
解
釈
を

踏
襲
し
て
い
る
。

㈡ 

初
期
俳
諧
に
よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
の
具
体
例

『
論
語
』
を
摂
取
し
た
初
期
俳
諧
の
句
例
を
挙
げ
る
。『
論
語
』
と
関
連
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
初
期
俳
諧
の
句（
（1
（

の
う
ち
、
こ
こ
で
は
『
論
語
』
か
ら
の
取
入
れ
で
あ

る
可
能
性
が
強
い
も
の
一
四
句
を
示
す
。
句
に
は
振
り
仮
名
や
正
し
い
歴
史
的
仮

名
遣
い
に
よ
る
表
記
を
付
す
。
句
の
次
の
行
に
対
応
す
る『
論
語
』の
章
句
を『
足

利
本　

論
語
抄
』
の
訓
点
に
よ
っ
て
示
す
。

①
引
用
箇
所
に
音
読
み
語
が
出
て
く
る
例

　

Ａ　

夕
（
ゆ
ふ
べ
）に

は
し
す
共
蚊
な
り
夏
の
む
し　

宗
朋
（『
鷹
筑
波
』
三
五
〇
）

　
　
　

朝
聞テレ
道ヲ

、
夕ニ

死ト
モ

可ナ
リ

矣
（
里
仁
第
四
）

　
　
　
「
蚊
な
り
」
は
音
読
み
の
「
可
」
を
含
む
「
可
な
り
」
の
変
形
で
あ
る
。

　

Ｂ　

職
の
い
と
ま
も
と
む
る
夜
半
の
銭
湯
に
（『
正
章
千
句
』
七
三
）

　
　
　

君
子ハ

食ク

無ナ
クレ
求ル
ヿレ
飽ン
ト
、
居
無ナ
シレ
求ル
ヿレ
安ン
ト（
学
而
第
一
）

　
　
　
「
職
」
は
音
読
み
語
の
「
食
」
の
変
形
で
あ
る
。

　

Ｃ　

賢
を
色
に
か
へ
て
妻
こ
ふ
や
子
夏
の
声　

友
久
（『
続
山
井
』
四
九
六
七
）

　
　
　

�

子
夏カ

曰
、
賢ト
ナ
ラ
ハ

レ　
　
　

々
カ
シ
コ
キ
ヨ
リ

易
レ
色ヲ

、
事ル
ニ二
父
母ニ
一
能
竭ツ
ク
シ

二
其
力ヲ
一
、
事ル
ニ
ハ

レ
君

能ク

致イ
タ
ス

二
其
身ヲ一
（
学
而
第
一
）

　
　
　

�「
賢
賢
易
色
」
の
「
賢
」
は
『
足
利
本　

論
語
抄
』
で
は
「
カ
シ
コ
キ
」

と
読
ま
れ
て
い
る
が
、こ
の
句
で
は
鹿
の
鳴
き
声
か
ら
「
ケ
ン
」
と
読
む
。

　

Ｄ　

一
も
つ
て
く
は（
わ
）ん

と
う
の
代
や
君
が
春　

松
村
吟
松
（『
桜
川
（
（1
（

』
二
七
）

　
　
　

子
曰ク

、
參
乎
吾
道ハ

一
以テ

貫セ
リレ
之
哉
。
曾
子
曰ク

唯イ
（
里
仁
第
四
）

　

Ｅ　

美（
び
）尽
せ
り
銀
盤
を
打
（
う
つ
）て
水
仙
花　

不
花
（『
談
林
功
用
群
鑑
』
四
四
二
）

　
　
　

�

子
謂
韶
尽
美
矣
、
又
尽
善
也
。
謂ク
レ
武ヲ

尽セ
リレ

美
矣
、
未
レ
尽サ
レ
善
也
（
八
佾

第
三
）。

　

Ｆ　

�

色
に
か
へ
よ
賢
を
賢
と
し
て
四
方
の
山　

桐
陰
（『
談
林
功
用
群
鑑
』

四
七
一
）

　
　
　

出
典
は
Ｃ
と
同
じ
。

　

Ｇ　

礼
を
も
つ
て
せ
ず
ん
ば
あ
ら
じ
今
日
の
春　

井
手
正
倫
（『
桜
川
』
六
六
）

　
　
　

�
子
曰
、
導
ミ
チ
ヒ
ク
ニレ
之ヲ

以ス
レ
政ヿ
ヲ

。
斉ル
ニレ
之
以セ
ハレ
刑ヲ

、
民
免テ

而
無ナ
シレ
耻テ

。
導
ミ
チ
ヒ
ク
ニレ
之ヲ

以スレ
德ヲ

、
斉ル
ニレ
之ヲ

以ス
ハレ
礼
、
有テレ
耻
且カ
ツ

格タ
ゝ
シ（
爲
政
第
二
）

　

Ｈ　

朋
友
と
ま
じ
は
る
に
よ
き
新
酒
哉　

道
之
（『
続
山
井
』
五
〇
三
二
）

（
三
七
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て
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�

曾
子カ

曰
、
吾ワ
レ

日ニ

三ミ
タ
ヒ

省ル
ニ二

吾
身ヲ
一
爲メ
ニレ

人ノ

謀テ

而
不ン
レ
忠
乎ヤ

、
与ト
二
朋
友
一
交ハ
リ

言イ
ツ
テ

而
不サ
ラ
ンレ

信ア
ラ

乎ヤ

、
傳
レ
不
レ
習
乎
（
学
而
第
一
）

　

Ⅰ　

�
網
に
か
か
る
天
命
を
し
れ
五
十
雀（
が
ら
）
　

保
友
（『
続
境
海
草
』
九
九
九
）

　
　
　

�

子
曰
、
吾ワ
レ

十
有イ
ウ

五ニ
乄

而
志サ
シ二

于
學ニ一
…
…
五
十ニ
乄

而
知ル二
天
命ヲ一
（
爲
政
第
二
） 

　
Ｊ　

不
仁
者
も
み
て
や
楽
し
む
山
桜　

友
久
（『
続
山
井
』
二
一
九
七
）

　
　
　

�

智
者ハ

樂シ
ムレ
水ヲ

、
仁
者
樂シ
ムレ
山ヲ
（
雍
也
第
六
）

　
　
　
「
不
仁
者
」
は
里
仁
第
四
に
「
不
仁
者
不
可
以
久
処
約
」
と
し
て
見
え
る
。

②
訓
読
み
語
を
引
用
し
た
例

　

Ｋ　

う
む
こ
と
を
は
ば
か
る
中
に
は
ら
む
ら
し　

康
吉
（『
続
山
井
』
七
六
一
）

　
　
　

�

子
路
問
レ
政ヿ
ヲ

、
子
曰
先乄
レ
之
勞セ
シ
ムレ

之
。
請
レ
益
曰
無レ
レ
倦ヿ

（
子
路
第
十
三
）

＋
過ハ

則チ

勿レレ
憚ル
ヿレ
改ル
ニ（
学
而
第
一
）

　

Ｌ　

古
き
も
つ
て
新
し
き
知
る
若
葉
哉　

厚
成
（『
ゆ
め
み
草
』
八
七
一
）

　
　
　

�

子
曰
、
温タ
ツ
ネレ

故キ
ヲ

而
知シ
ル
ラ
ハレ

新ヲ

、
可シ二
以テ

爲ス一レ
師ト

矣
（
爲
政
第
二 

） 

　

Ｍ　

�

本
立
て
道
生
物
や
か
ど
の
松　

道
節
（
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）『
歳

旦
発
句
集
』
四
二
一
及
び
『
崑
山
集
』
一
五
四
）　

　
　
　

�

君
子ハ

務ツ
ト
ムレ

本ヲ

。
々
立
タ
ツ
テ

而
道
生ナ
ル

。
孝
悌
也
者ハ

爲ル
カ二

其レ

仁ノ

之
本モ
ト

一
與ヤ

（「
学
而

第
一
」）

　
　
　

�

こ
の
句
の
「
道
生
物
」
は
こ
れ
に
対
応
す
る
『
論
語
』
本
文
の
読
み
方
か

ら
見
て
、「
み
ち
な
る
も
の
」
と
読
む
と
思
わ
れ
る
。

　

Ｎ　

�

遊
（
ゆ
く
）者
は
か
く
の
ご
と
き
か
年
わ
す
れ　

空
存
（『
ゆ
め
み
草
』
二
六
七
三
）

　
　
　

�

子
在
二
川
上ニ一
曰
、
逝
者
如
レ
斯
夫カ

、
不
レ
舎
二
晝
夜
一
（
子
罕
第
九
）

　

初
期
俳
諧
に
よ
る
『
論
語
』
摂
取
の
特
徴
の
一
つ
は
、「
①
引
用
箇
所
に
音
読

み
語
が
出
て
く
る
例
」
に
ま
と
め
た
通
り
、
Ｈ
の
「
朋
友
」
や
Ⅰ
の
「
天
命
」
の

よ
う
に
漢
語
（
音
読
み
語
）
の
取
り
込
み
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
漢
語

は
今
挙
げ
た
二
字
（
朋
友
、
天
命
）
の
も
の
の
ほ
か
、
一
字
（
賢
、
美
、
貫
、
礼
）

や
三
字
（
不
仁
者
）
の
も
の
も
あ
る
。『
論
語
』
の
読
み
下
し
文
に
は
訓
読
み
の

部
分
も
あ
る
の
で
、「
②
訓
読
み
語
を
引
用
し
た
例
」
に
お
け
る
Ｌ
の
「
古
き
も

つ
て
新
し
き
知
る
」
や
Ｍ
の
「
本
（
も
と
た
つ
）

立
て
」「
道
（
み
ち
な
る
）

生
」
の
よ
う
に
訓
読
み
語
と
し
て

取
り
込
む
例
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、こ
こ
に
挙
げ
た
一
四
例
以
外
に
お
い
て
も
、

和
歌
や
連
歌
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
①
の
「
音
読
み
語
」
の
取
入
れ
の
方
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、『
論
語
』
取
り
込
み
の
例
と
し
て
挙
げ
た
句
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、

初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
摂
取
の
も
う
一
つ
の
特
徴
が
、
引
用
箇
所
に
音
読

み
語
が
出
て
く
る
例
及
び
訓
読
み
語
を
引
用
し
た
例
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、『
論

語
』
の
章
句
の
読
み
下
し
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
あ
る
い
は
多
少
変
え
た
だ
け
の

形
で
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
の
「
夕ゆ
ふ
べに
は
し
す
共
蚊
な

り
」
は
里
仁
第
四
の
「
夕
（
ユ
フ
ベ
）ニ

死
（
シ
ス
）ト

モ
可（
カ
）ナ

リ
」
を
一
部
変
え
た
だ
け
の
形
で
取
り

込
ん
で
お
り
、
ま
た
、
Ｌ
の
「
古
き
も
つ
て
新
し
き
知
る
」
も
爲
政
第
二
の
「
故

キ
ヲ
温
タ
ヅ
ネ

新
（
ア
タ
ラ
シ
キ
）ヲ
知シ
ル
ラバ
」と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。他
の
例
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ａ
の
「
蚊
な
り
」
は
『
論
語
』
本
文
の
「
可
な
り
」
を
掛
け
、
同
様
に

Ｂ
の
「
職
」
は
『
論
語
』
本
文
の
「
食
」
を
、
Ｃ
の
「
子
夏
」
は
「
鹿
」
を
、
Ｄ

の
「
く
は
ん
と
う
」
は
「
巻
頭
」
及
び
「
関
東
」
を
掛
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

引
用
箇
所
に
音
読
み
語
が
出
て
く
る
例
に
お
い
て
は
掛
詞
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
訓
読
み
語
を
引
用
し
た
例
に
も
見
ら
れ
る
。
Ｋ
の
「
う
む
（
産

む
）」は『
論
語
』本
文
の「
倦
む
」を
掛
け
て
い
る
。
な
お
、Ｋ
の「
う
む（
産
む
）」

と
「
は
ら
む
」、
Ｌ
の
「
新
し
き
」
と
「
若
葉
」
は
縁
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、Ｋ
の
よ
う
に
『
論
語
』
の
二
つ
の
章
か
ら
取
り
込
む
こ
と
も
あ
る
。

　

総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
は
、
そ
の
章

（
三
八
）



句
を
読
み
下
し
に
沿
っ
た
形
で
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
和
歌
や

連
歌
で
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
『
論
語
』
と
い
う
素
材
や
音
読
み
語
で
あ

る
漢
語
（
俳
言
）
を
句
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
敢
え
て
作
品
の
調
和

を
破
っ
て
「
お
か
し
み
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
、『
論

語
』
あ
る
い
は
儒
学
へ
の
深
い
理
解
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

二
、
中
国
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
引
用

　

初
期
俳
諧
と
同
時
期
の
日
本
で
作
ら
れ
た
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
摂
取
の
特
徴

を
見
る
前
に
、
中
国
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
引
用
の
特
徴
を
見
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
は
『
古
詩
源
（
（1
（

』
及
び
『
唐
詩
選
』
所
収
の
作
品
の
中
か
ら
、
二
人
の
詩
人

の
作
品
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、『
古
詩
源
』
を
見
る
と
、
東
晋
末
か
ら
南
朝
宋
時
代
の
詩
人
で
あ
る
陶

潜
が
『
論
語
』
か
ら
多
数
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、『
古
詩
源
』
の
撰
者
の
沈
徳
潜
は
「
晉
人
詩
。
曠
達
者
徴
引
老
莊
。
繁
縟

者
徴
引
班
揚
。
而
陶
公
專
用
論
語
。
漢
人
以
下
。
宋
儒
以
前
。
可
推
聖
門
弟
子
者
。

淵
明
也
。
康
樂
亦
善
用
經
語
。
而
遜
其
無
痕
（
（1
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
即
ち
、
作
品
に

古
典
を
引
用
す
る
場
合
、
陶
潜
は
専
ら
『
論
語
』
を
用
い
て
お
り
、
漢
か
ら
宋
ま

で
の
時
代
に
お
け
る
孔
子
門
下
の
第
一
の
存
在
な
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
最
初
に

陶
潜
の
詩
の
中
か
ら
『
論
語
』
を
用
い
て
い
る
「
飲
酒
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　

飲
酒　

其
二

積
善
云
有
報　

夷
叔
在
西
山　
　

�

善
を
積
め
ば
報
有
り
と
云
ふ
も
、
夷
叔
は

西
山
に
在
り
き
。

善
惡
苟
不
應　

何
事
立
空
言　
　

�

善
惡
苟
く
も
應
ぜ
ず
ば
、
何
事
ぞ
空
言
を

立
つ
る
。

九
十
行
帯
索　

飢
寒
況
當
年　
　

�

九
十
に
し
て
行
ゆ
く
ゆ
く

索な
は

を
帯
と
す
、
飢
寒
況

ん
や
當
年
を
や
。

不
賴
固
窮
節　

百
世
當
誰
傳　
　

�

固
窮
の
節
に
賴よ

ら
ず
ん
ば
、
百
世
當
に
誰

か
傳
ふ
べ
き
。

　

第
七
行
の
「
固
窮
節
」
は
「
困
窮
し
て
も
失
わ
ぬ
君
子
と
し
て
の
節
義
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
出
典
は
『
論
語
』
衛
霊
公
第
十
五
に
あ
る
次
の
一
段
で
あ
る
。

衞
霊
公
問
二
陳
於
孔
子
一
。
孔
子
對
曰
、
俎
豆
之
事
、
即
嘗
聞
レ
之
矣
。
軍
旅

之
事
、
未
二
之
學
一
也
。
明
日
遂
行
。
在
レ
陳
絶
レ
糧
。
從
者
病
、
莫
二
能
興
一
。

子
路
慍
、
見
曰
、
君
子
亦
有
レ
窮
乎
。
子
曰
、
君
子
固
窮
。
小
人
窮
斯
濫
矣
。

　

こ
の
段
の
後
半
に
、
孔
子
と
弟
子
た
ち
が
諸
国
流
浪
の
旅
の
途
中
、
陳
の
国
で

糧
食
が
絶
え
、
飢
え
に
苦
し
ん
だ
と
き
に
弟
子
の
子
路
が
孔
子
に
「
君
子
も
ま
た

困
窮
す
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
る
と
、
孔
子
が
「
君
子
も
固も
と

よ
り

窮
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
と
き
で
も
乱
れ
た
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
は
な

い
。
小
人
は
窮
す
る
と
す
ぐ
に
取
り
乱
し
て
し
ま
う
も
の
だ
が
」
と
答
え
た
と
い

う
話
が
出
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
こ
の
典
故
を
象
徴
す
る
文
字
と
し
て
「
君
子
固

窮
」
の
「
固
窮
」
と
い
う
二
字
を
抜
き
取
り
、
こ
れ
に
『
論
語
』
の
こ
の
場
面
の

本
文
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
節
義
を
意
味
す
る
「
節
」
の
字
を
付
け
て
詩
の
中
に

取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
固
窮
節
」
は
衛
霊
公
第
十
五
に
あ
る

典
故
を
引
き
出
す
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
可

能
に
す
る
た
め
に
は
、『
論
語
』
を
十
分
に
読
み
込
ん
で
そ
の
思
想
や
内
容
を
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
詩
人
に
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
論
語
』
の
章
句
を
詩
の
中
に
取
り
込
む
場
合
に
は
、『
論
語
』

（
三
九
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て
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の
あ
る
場
面
や
言
葉
を
典
故
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
多
く
、
論
語
の
章
句
を
そ

の
ま
ま
取
り
込
む
例
は
少
な
い
。『
論
語
』
を
思
わ
せ
る
字
句
は
二
字
か
三
字
程

度
に
縮
約
さ
れ
て
い
る
。「
固
窮
節
」
の
話
も
比
較
的
文
字
数
の
多
い
話
な
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
わ
ず
か
三
字
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
沈
徳
潛
は
、「
古
人
引
用
。
多
割
截
者
（
（1
（

。」
と
言
っ
て
い

る
。「
割
截
」
と
は
長
文
の
中
か
ら
一
部
を
裁
ち
切
る
こ
と
で
あ
り
、
古
人
が
詩

等
に
他
の
文
章
の
一
部
を
引
用
す
る
場
合
、
多
く
は
割
截
即
ち
裁
ち
切
り
と
い
う

手
法
に
よ
る
の
だ
と
い
う
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
陶
潜
の
詩
は
漢
詩
の
押
韻
や
平
仄
な
ど
の
決
ま
り
が
確
立

す
る
前
の
作
品
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
厳
格
性
は
求
め
ら
れ
な
い
。
次

に
、
こ
れ
ら
の
決
ま
り
が
確
立
し
た
後
の
作
品
と
し
て
、
漢
詩
を
代
表
す
る
詩
人

の
一
人
で
あ
る
杜
甫
の
作
品
の
中
か
ら
、『
唐
詩
選
』
に
お
い
て
五
言
律
詩
に
分

類
さ
れ
て
い
る
「
登
兗
州
城
樓
（
（1
（

」
を
見
る
。

　
　
　

登
兗
州
城
樓　

兗
州
の
城
樓
に
登
る

東
郡
趨
庭
日　

南
樓
縱
目
初　
　

�

東
郡
庭
に
趨は
し

る
日
、
南
樓
目
を
縱
ほ
し
い
ま
まに
す

る
初
め
。

浮
雲
連
海
岱　

平
野
入
青
徐　
　

浮
雲
海
岱
に
連
な
り
、平
野
青
徐
に
入
る
。

孤
嶂
秦
碑
在　

荒
城
魯
殿
餘　
　

孤
嶂
秦
碑
在
り
、
荒
城
魯
殿
餘
る
。

從
來
多
古
意　

臨
眺
獨
躊
躇　
　

從
來
古
意
多
し
、
臨
眺
獨
り
躊
躇
す
。

　

第
一
行
の
「
趨
庭
」
は
「
子
が
父
か
ら
教
え
を
受
け
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
る
が
、
元
々
の
意
味
は
庭
を
小
走
り
に
走
る
こ
と
で
あ
る
。
出
典
は
『
論

語
』
季
氏
第
十
六
の
以
下
の
一
段
で
あ
る
。

陳
亢
問
二
於
伯
魚
一
曰
、
子
亦
有
二
異
聞
一
乎
。
對
曰
、
未
也
。
嘗
獨
立
。�

鯉
趨
而
過
レ
庭
。
曰
、
學
レ
詩
乎
。
對
曰
、
未
也
。
不
レ
學
レ
詩
、
無
二
以
言
一
。

鯉
退
而
學
レ
詩
。他
日
又
獨
立
。鯉
趨
而
過
レ
庭
。曰
、學
レ
禮
乎
。對
曰
、未
也
。

不
レ
學
レ
禮
、無
二
以
立
一
。鯉
退
而
學
レ
禮
。聞
二
斯
二
者
一
矣
。陳
亢
退
而
喜
曰
、

問
レ
一
得
レ
三
。
聞
レ
詩
、
聞
レ
禮
、
又
聞
三
君
子
之
遠
二
其
子
一
也
。

　

こ
れ
は
、
孔
子
の
子
の
鯉
が
家
の
庭
を
走
っ
て
い
た
と
き
、
孔
子
に
呼
び
止
め

ら
れ
、
教
え
を
受
け
た
と
い
う
話
で
、『
論
語
』
の
中
で
は
比
較
的
長
い
一
段
で

あ
る
が
、
杜
甫
は
こ
の
話
を
典
故
と
し
て
、
そ
の
中
に
あ
る
「
鯉
趨
而
過
庭
」
と

い
う
句
か
ら
こ
の
話
を
象
徴
す
る
「
趨
」
と
「
庭
」
の
二
字
を
裁
ち
切
り
、「
趨
庭
」

と
い
う
形
に
ま
と
め
た
上
で
詩
の
中
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
詩
の
中
で
、「
趨

庭
」
は
典
故
を
引
き
出
す
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
の
詩
の
形
式
は
五
言
律
詩
で
あ
る
。
押
韻
は
偶
数
行
末
尾
の
初
、
徐
、
餘
、

躇
で
、「
趨
庭
」
は
押
韻
に
は
関
わ
ら
な
い
。
平
仄
に
関
し
て
は
、
第
一
行
二
字

目
の
「
郡
」
が
仄
字
（
去
声
）
な
の
で
こ
の
詩
は
仄
起
式
と
な
る
。『
論
語
』
か

ら
の
引
用
で
あ
る
「
趨
庭
」
を
含
む
第
一
行
の
平
仄
の
配
列
は
「
東平

郡仄

趨平

庭平

日仄

」

で
あ
り
、
仄
起
式
の
平
仄
の
配
列
の
決
ま
り
を
守
っ
て
い
る
。
取
り
込
ん
だ
文
字

数
が
二
字
と
短
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
仄
の
決
ま
り
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
取
り
込
み
は
、『
論
語
』
の

章
句
を
可
能
な
限
り
縮
約
す
る
例
が
多
い
（
（1
（

。

三
、
初
期
俳
諧
と
同
時
期
の
日
本
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
引
用

　

次
に
、
初
期
俳
諧
と
概
ね
同
じ
時
代
、
即
ち
江
戸
時
代
初
期
に
日
本
で
作
ら
れ

た
漢
詩
を
見
る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
日
本
漢
詩
人
と
し
て
は
、
江
村
北
海
の

『
日
本
詩
史
』
巻
之
三
（
（1
（

に
「
寛
文
中
、
詩
豪
と
称
す
る
も
の
、
石
川
丈
山
、
僧
元

（
四
〇
）



政
に
過
ぐ
る
は
無
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
二
人
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
（
（1
（

』
に
も
、「
惺
窩
の
門
人
に
は
林
羅
山
・
那
波
活
所
・
堀

杏
庵
・
菅
得
庵
の
四
天
王
を
は
じ
め
、
松
永
尺
五
・
三
宅
寄
齊
の
諸
大
儒
を
出
し

て
い
る
が
、
詩
に
於
い
て
は
独
り
石
川
丈
山
あ
る
の
み
」「
丈
山
と
拮
抗
し
て
江

戸
初
期
の
詩
人
の
冠
冕
た
る
も
の
は
釈
元
政
で
あ
ろ
う
。
…
…
陳
元
贇
や
熊
沢
蕃

山
と
深
交
が
あ
り
、
詩
は
清
の
袁
中
郎
を
学
ん
だ
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
二
人
を

江
戸
時
代
初
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。併
せ
て
、

『
論
語
集
注
』
に
道
春
点
と
呼
ば
れ
る
訓
点
を
施
し
た
江
戸
時
代
屈
指
の
儒
学
者

で
あ
る
林
羅
山
の
漢
詩
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
上
野
洋
三
注
『
江
戸
詩
人
撰
集　

第
一
巻　

石
川
丈
山　

元
政
（
（1
（

』
を
基

に
石
川
丈
山
（
天
正
一
一
年
〈
一
五
八
三
〉
～
寛
文
二
年
〈
一
六
七
二
〉）
及
び

僧
元
政
（
元
和
九
年
〈
一
六
二
三
〉
～
寛
文
八
年
〈
一
六
六
八
〉）
の
漢
詩
と
『
論

語
』
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

石
川
丈
山
作
の
「
即
事
」（
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
一
〉
刊
『
覆
醤
集
』
所
載
）

と
い
う
五
言
律
詩
を
示
す
。

　
　
　

即
事

掃
葉
穿
松
蕈　

養
花
修
菊
叢　
　

�

葉
を
掃
き
て
松
蕈
を
穿
ち　

花
を
養
い
て

菊
叢
を
修
す

帰
鴉
天
有
路　

遊
蝶
囿
無
風　
　

�

帰
鴉　

天
に
路
有
り　

遊
蝶　

囿
に
風
無

し

典
籍
求
三
益　

痴
頑
摠
五
窮　
　

�

典
籍　

三
益
を
求
め　

痴
頑　

五
窮
を
摠

ぶ

詩
斑
雖
至
老　

恨
不
似
陵
翁　
　

�

詩
斑　

老
に
至
る
と
雖
ど
も　

恨
む
ら
く

は
陵
翁
に
似
ざ
る
こ
と
を

　

こ
こ
で「
三
益
」と
は「
自
分
に
と
っ
て
有
益
な
三
種
類
の
友
」の
こ
と
で
あ
る
。

出
典
は
『
論
語
』
季
氏
第
十
六
の
「
孔
子
曰
、
益
者
三
友
、
損
者
三
友
。
友
レ
直
、

友
レ
諒
、
友
二
多
聞
一
益
矣
。
友
二
便
辟
一
、
友
二
善
柔
一
、
友
二
便
佞
一
損
矣
」
で
あ
る
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
直
の
人
（
直
言
す
る
人
）、
諒
の
人
（
誠
実
で
表
裏

の
な
い
人
）、
多
聞
の
人
（
多
く
の
事
を
聞
き
知
っ
て
い
る
人
）
の
三
種
を
友
と

す
る
の
は
有
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
論
語
』
本
文
に
お
い
て
は
「
友
レ�

直
、
友
レ
諒
、
友
二
多
聞
一
益
矣
」
を
「
益
者
三
友
」
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
丈
山

の
詩
は
こ
れ
を
さ
ら
に
縮
約
し
て
「
三
益
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
三
種
類

の
有
益
な
友
に
つ
い
て
の
『
論
語
』
季
氏
第
十
六
の
孔
子
の
教
え
を
想
起
さ
せ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
割
截
型
の
引
用
で
あ
る
。

　

次
に
、「
見
懷
」（
延
宝
四
年
〈
一
六
七
六
〉
刊
『
新
編
覆
醤
続
集
』
所
載
）
と

題
す
る
五
言
律
詩
の
前
半
部
分
を
示
す
。

　
　
　

見
懷

僻
遠
何
所
楽　

澹
然
無
適
莫　
　

�

僻
遠　

何
の
楽
し
む
所
ぞ　

澹
然
と
し
て

適
莫
無
し

水
愛
周
子
蓮　

山
採
龐
公
薬　
　

�

水
に
は
周
子
の
蓮
を
愛
し　

山
に
は
龐
公

が
薬
を
採
る

　

第
二
句
の
「
無
適
莫
」
の
「
適
莫
」
は
、
上
野
洋
三
に
よ
れ
ば
「
可
と
不
可
、

積
極
と
消
極
な
ど
の
対
の
概
念
」
で
、「
無
適
莫
」
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
無
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
典
は
『
論
語
』
里
仁
第
四
の
「
子
曰
、
君
子
之
於
二
天

下
一
也
、
無
レ
適
也
。
無
レ
莫
也
。
義
之
與
比
」
で
あ
る
。
丈
山
は
こ
の
言
葉
か
ら

切
り
取
っ
た
「
無
レ
適
也
。
無
レ
莫
也
」
を
「
無
適
莫
」
と
い
う
三
文
字
に
縮
約

し
（
（2
（

、
詩
の
中
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
清
の
兪
樾
が
編
纂
し
た
江
戸

漢
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
光
緒
九
年
（
明
治
一
六
年
、
一
八
八
三
年
）
成
立

（
四
一
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て



医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要
　
人
文
学
・
社
会
科
学
・
情
報
学
篇
　
第
五
号
（
通
巻
第
三
十
三
号
）

の
『
東
瀛
詩
選
（
（2
（

』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
中
国
の
漢
詩
専
門
家
か
ら
見
て
も
優

れ
た
作
品
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

今
度
は
僧
元
政
の
漢
詩
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、「
風
流
」（
延
宝
二
年

〈
一
六
七
四
〉
刊
『
艸
山
集
』
所
載
）
と
題
す
る
七
言
律
詩
の
前
半
を
見
る
。

　
　
　

風
流

陶
令
門
前
春
翠
長　
　

陶
令
門
前　

春
翠
長
し

垂
条
払
地
弄
斜
陽　
　

垂
条　

地
を
払
っ
て
斜
陽
を
弄
す

細
腰
難
学
仲
由
舞　
　

細
腰　

学
び
難
し
仲
由
が
舞

軽
体
聊
為
曾
点
狂　
　

軽
体　

聊
か
曾
点
が
狂
を
為
す

　

こ
の
中
で
、曾
点
は
孔
子
の
門
人
の
曾
皙
（
名
は
点
）
の
こ
と
で
、「
曾
点
が
狂
」

は
孔
子
が
弟
子
三
人
に
、
将
来
、
何
を
し
た
い
か
と
問
う
た
後
、
曾
皙
に
問
う
と
、

晩
春
の
気
候
の
よ
い
と
き
に
、
春
の
服
に
着
替
え
て
、
青
年
や
子
供
た
ち
と
郊
外

に
出
か
け
た
り
、
温
泉
に
入
っ
た
り
、
雨
乞
い
台
で
夕
涼
み
を
し
た
い
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
た
と
い
う
『
論
語
』
先
進
第
十
一
に
あ
る
故
事
を
出
典
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
場
面
の
『
論
語
』
の
本
文
は
「
子
路
・
曾
皙
・
冉
有
・
公
西
華
侍
坐
。
子
曰
、

以
三
吾
一
日
長
二
乎
爾
一
、
毋
二
吾
以
一
也
。
居
則
曰
、
不
二
吾
知
一
也
。
如
或
知
レ
爾
、

則
可
以
哉
。
…
…
點
爾
如
何
。
鼓
レ
瑟
希
。
鏗
爾
舎
レ
瑟
而
作
。
對
曰
、
異
二
乎
三

子
者
之
撰
一
。
何
傷
乎
。
亦
各
言
二
其
志
一
也
。
曰
、
暮
春
者
、
春
服
既
成
。
冠
者

五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
二
乎
沂
一
、
風
二
乎
舞
雩
一
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
、

吾
與
レ
點
也
」
で
あ
る
。
元
政
は
こ
の
故
事
の
中
か
ら
登
場
人
物
の
一
人
の
名
前

で
あ
る
「
曾
点
」（
曾
皙
に
同
じ
）
を
切
り
取
り
、
か
つ
彼
が
理
想
と
し
た
「
暮

春
に
は
、
春
服
既
に
成
る
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
沂
に
浴
し
、
舞
雩
に

風
じ
、
詠
じ
て
帰
ら
ん
」
と
い
う
生
き
方
を
、『
論
語
』
の
こ
の
場
面
の
本
文
で

は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
「
風
狂
」
を
意
味
す
る
「
狂
」
の
字
で
示
し
、
両
者
を
合

わ
せ
て
「
曾
点
狂
」
と
い
う
三
文
字
に
し
て
詩
の
中
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
手
法
は
『
論
語
』
の
登
場
人
物
の
名
と
本
文
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
語
と
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
、
厳
密
に
は
割
截
型
の
引
用
と
は
言
え
な
い
が
、
割

截
型
に
近
い
縮
約
の
例
と
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
前
出
の
「
風
流
」
と
同
じ
く
『
艸
山
集
』
所
載
の
「
暮
春
登
吉
田
氏
園

亭
」
と
題
す
る
七
言
律
詩
を
見
る
。
場
面
は
「
風
流
」
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
後
半
の
四
句
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　

暮
春
登
吉
田
氏
園
亭　

暮
春
、
吉
田
氏
の
園
亭
に
登
り
て

梁
下
魚
遊
常
楽
意　
　

梁
下　

魚
遊
び
て　

常
に
意
を
楽
し
み

檻
前
鳥
狎
永
忘
機　
　

檻
前　

鳥
狎
れ
て　

永
く
機
を
忘
る

従
来
我
亦
風
狂
客　
　

従
来　

我
も
亦
風
狂
の
客

春
服
成
時
共
浴
沂　
　

春
服
成
る
時　

共
に
沂
に
浴
さ
ん

　

こ
の
詩
で
は
「
風
流
」
で
引
か
れ
た
先
進
第
十
一
の
話
の
う
ち
、「
暮
春
者
、

春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
二
乎
沂
一
、
風
二
乎
舞
雩
一
、
詠
而
歸
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「
春
服
成
」
と
「
浴
沂
」
と
を
切
り
取
り
、
か
つ
結
び
付
け

て
い
る
。
こ
れ
は
「
割
截
」
の
手
法
を
巧
み
に
利
用
し
た
例
と
言
え
る
。

　

最
後
に
、
林
羅
山
（
天
正
一
一
年
〈
一
五
八
三
〉
～
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉）

の
「
駿
府
」（『
林
羅
山
詩
集
』
二
「
癸
未
紀
行
」
所
載
）
と
い
う
七
言
排
律
を
見

て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
に
大
老
酒
井
忠
勝
・
老
中
松

平
信
綱
と
と
も
に
上
洛
し
た
際
、
駿
府
に
至
っ
た
と
き
の
感
慨
を
詠
ん
だ
作
品
で

あ
る
。
こ
の
詩
は
『
東
瀛
詩
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
六
行
を
示
す
。

　
　
　

駿
府

遊
事
駿
州
曾
十
年　
　

駿
州
に
遊
事
す
る
こ
と　

曾
て
十
年

（
四
二
）



柳
営
幕
下
白
雲
辺　
　

柳
営　

幕
下　

白
雲
の
辺

数
重
畳
塹
比
牢
鉄　
　

数
重
の
畳
塹　

牢
鉄
に
比
し

千
仞
雪
風
吹
御
筵　
　

千
仞
の
雪
風　

御
筵
を
吹
く

侍
食
伝
嘗
君
子
賜　
　

食
に
侍
し
て　

伝
へ
嘗
む　

君
子
の
賜

読
書
常
説
古
人
賢　
　

書
を
読
み
て　

常
に
説
く　

古
人
の
賢（
（2
（

　

こ
の
詩
に
お
い
て
、
五
行
目
の
「
君
子
」
は
「
人
民
の
上
に
立
っ
て
統
治
す
る

人
物
」、
具
体
的
に
は
第
一
行
の
「
駿
州
に
遊
事
す
る
こ
と　

曾
て
十
年
」
の
時

期
に
羅
山
が
仕
え
た
徳
川
家
康
を
指
し
て
い
る
。

「
君
子
」
は
そ
の
前
の
行
に
「
風
」
と
い
う
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、『
論
語
』

顔
淵
第
十
二
の「
季
康
子
問
二
政
於
孔
子
一
曰
、如
殺
二
無
道
一
、以
就
二
有
道
一
、何
如
。

孔
子
對
曰
、
子
爲
レ
政
、
焉
用
レ
殺
。
子
欲
レ
善
而
民
善
矣
。
君
子
之
德
風
。
小
人

之
德
草
。
草
尚
二
之
風
一
必
偃
」を
出
典
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
の「
君
子
之
德
風
」

が
四
行
目
の
「
風
」
と
五
行
目
の
「
君
子
」
に
切
り
分
け
ら
れ
た
形
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
取
り
込
み
は
、
出
典
を
巧

み
に
切
り
分
け
、
か
つ
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
縮
約
し
て
い
る
の
で
、
割
截
型
の
引
用
と

言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
初
期
の
漢
詩
を
代
表
す
る
石
川
丈
山
及
び
僧
元
政
、

更
に
江
戸
時
代
屈
指
の
儒
学
者
で
あ
る
林
羅
山
の
作
品
に
は
、
中
国
の
漢
詩
に
お

け
る
『
論
語
』
の
取
り
込
み
の
よ
う
に
、
そ
の
思
想
・
内
容
を
深
く
読
み
込
ん
だ

上
で
、
そ
の
中
の
典
故
を
縮
約
し
た
形
で
引
き
出
す
割
截
型
の
取
り
込
み
に
到
達

し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
毛
振
華
「
日
本
漢
詩
与
《
論
語
》」
は
「
從
日
本
漢

詩
對
《
論
語
》
章
句
的
受
容
形
式
來
看
，日
本
漢
詩
作
家
已
經
完
全
擺
脱
了
對
《
論

語
》
的
機
械
化
摂
取
形
式
，
由
表
及
裏
地
學
習
化
用
其
内
在
精
髓
，
注
重
其
人
生

智
慧
和
思
想
實
質
的
汲
取
（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
初
期
の
日
本
漢

詩
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
漢
詩
全
般
に
つ
い
て
の
評
言
で
あ
る
が
、
日

本
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
摂
取
は
、
そ
の
章
句
を
機
械
的
に
引
き
写
す
の
で
は

な
く
、
そ
の
思
想
や
内
容
の
精
髄
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
漢
詩
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
石
川
丈
山
、
僧
元
政
及
び
林
羅
山
等
江
戸
初
期
の
漢
詩
人

の
作
品
も
こ
の
評
言
の
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

四�

、
初
期
俳
諧
に
よ
る
『
論
語
』
摂
取
の
特
徴 

　
　

江
戸
時
代
初
期
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
引
用
と
比
べ
て

　

ま
ず
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
石
川
丈
山
、
僧
元
政
及
び
林
羅
山
の
漢
詩
を
基
に
、

初
期
俳
諧
と
時
代
が
重
な
る
江
戸
時
代
初
期
の
日
本
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
引
用

の
特
徴
を
述
べ
る
と
、中
国
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
引
用
と
同
様
に
、『
論
語
』

を
深
く
読
み
込
ん
だ
上
で
、
そ
の
章
句
か
ら
二
～
三
字
を
割
截
、
即
ち
裁
ち
切
っ

て
詩
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
漢
詩
を
作
る
人
た
ち
は
他
の
作

者
が
作
っ
た
漢
詩
の
読
者
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
互
い
に
共
通
の
知
識
基
盤
の
上

に
立
っ
て
い
る
の
で
、『
論
語
』
の
話
の
中
か
ら
象
徴
的
な
語
や
文
字
を
裁
ち
切
っ

て
提
示
す
れ
ば
、
読
む
側
は
ど
の
話
の
こ
と
か
が
分
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
詩
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
字
句
は
『
論
語
』
中
の
典
故
や
孔
子
・
高

弟
た
ち
の
言
葉
を
引
き
出
す
キ
ー
ワ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

確
認
し
た
。

　

中
国
の
漢
詩
に
よ
る
『
論
語
』
の
取
入
れ
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
詩

の
中
に
取
り
込
む
字
句
を
極
限
ま
で
短
く
し
た
の
は
、
取
り
込
む
字
句
が
長
く
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、
押
韻
や
平
仄
と
い
っ
た
漢
詩
の
規
則
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
の
漢
詩
、
江
戸
時
代

（
四
三
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て



医
療
創
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大
学
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要
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初
期
の
漢
詩
の
い
ず
れ
に
も
『
論
語
』
の
本
文
通
り
に
長
め
に
取
り
込
ん
だ
詩
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
少
数
例
で
あ
る
。

　

一
方
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
の
典
故

を
出
来
る
だ
け
縮
約
す
る
と
い
う
割
截
型
の
取
り
込
み
は
見
ら
れ
ず
、
多
く
は
読

み
下
し
文
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
あ
る
い
は
少
し
手
を
加
え
た
だ
け
の
形

で
取
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
読
み
下
し
文
の
中
に
は
音
読
み
の
漢
語
と
訓
読
み
の

和
語
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
取
り
込
み
に
際
し
て
は
ど
ち
ら
も
利
用
さ
れ

た
。

　

音
読
み
語
、
訓
読
み
語
の
い
ず
れ
を
取
り
込
む
に
し
て
も
、『
論
語
』
の
思
想
・

内
容
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
ず
、
作
品
に
「
お
か
し
み
」
を
生
み
出

す
た
め
に
『
論
語
』
中
の
故
事
や
言
葉
（
特
に
、
音
読
み
語
で
あ
る
漢
語
）
が
利

用
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
和
歌
や
連
歌
と
の
連
続
性
も
意
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
『
論

語
』
か
ら
取
り
込
ん
だ
語
を
掛
詞
と
し
て
用
い
る
こ
と
や
縁
語
に
す
る
と
い
う
点

に
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
掛
詞
と
し
て
用
い
た
場
合
は
、「
夕
に
は
し
す
共
蚊
な

り
夏
の
む
し
」「
う
む
こ
と
を
は
ば
か
る
中
に
は
ら
む
ら
し
」
と
い
う
よ
う
に
、『
論

語
』
中
の
元
々
の
字
と
は
別
の
字
が
使
わ
れ
た
り
、
章
句
の
本
来
の
意
味
か
ら
離

れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
初
期
俳
諧
自
体
が
言
葉
遊
び
的
な
性
格

を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
と
も
言
え
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
は
毛
振
華
「
日
本

漢
詩
与
《
論
語
》」
に
言
う
「
對
《
論
語
》
的
機
械
化
摂
取
形
式
」、即
ち
『
論
語
』

の
章
句
の
機
械
的
な
引
き
写
し
、
或
い
は
そ
れ
に
若
干
の
味
付
け
し
た
段
階
に
留

ま
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

初
期
俳
諧
に
お
い
て
は
、
同
時
期
の
日
本
漢
詩
と
比
べ
、『
論
語
』
か
ら
の
取

り
込
み
は
ま
だ
底
の
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
初
期
俳
諧
を
脱

し
、
蕉
門
の
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
章
句
の
意
味
を
深
く
理
解
し
、
か
つ
江
戸

時
代
初
期
の
漢
詩
人
に
よ
る
取
り
込
み
の
よ
う
に
練
り
上
げ
た
形
で
『
論
語
』
を

取
り
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
一
つ
、其
角
の
句
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　

傾
城
の
賢
な
る
は
此
柳
哉
（『
五
元
集
（
（2
（

』）

　

こ
の
句
は
学
而
第
一
の
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
、
事
父
母
能
竭
其
力
、
事
君
能

致
其
身
」
の
中
の
「
賢
賢
易
色
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。「
賢
」
は
こ
の
句
に
お
い

て
も
音
読
み
語
（
漢
語
）
と
し
て
「
け
ん
」
と
読
ま
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
の
音

読
み
語
で
あ
る
「
傾
城
」（
け
い
せ
い
）
と
よ
く
響
き
合
っ
て
い
る
。

　

こ
の
句
を
初
期
俳
諧
の
「
賢
を
色
に
か
へ
て
妻
こ
ふ
や
子
夏
の
声
」
及
び
「
色

に
か
へ
よ
賢
を
賢
と
し
て
四
方
の
山
」
の
句
と
比
べ
る
と
、
そ
の
違
い
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
前
の
句
の
「
子
夏
」
が
「
鹿
」
を
掛
け
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
両

句
と
も
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
」
の
読
み
下
し
を
な
ぞ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ

と
違
っ
て
、其
角
の
句
で
は
学
而
第
一
の
こ
の
章
句
と
直
接
関
連
の
あ
る
の
は「
賢

な
る
」
だ
け
で
あ
る
が
、「
傾
城
」
か
ら
そ
の
縁
語
と
言
っ
て
よ
い
「
色
」
と
い

う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
の
で
、『
論
語
』
の
「
子
夏
曰
、賢
賢
易
色
…
…
」
か
ら
「
賢
」

を
切
り
取
っ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、注
目
す
べ
き
は
こ
の
句
に
お
い
て
は
割
截
型
の
取
り
込
み
の
ほ
か
に
、

掛
詞
や
縁
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、「
傾
城
」
と
の
関
連
で
、

そ
れ
に
続
く
「
賢
な
る
」
は
女
性
の
あ
で
や
か
さ
を
意
味
す
る
「
妍
な
る
」
の
掛

（
四
四
）



詞
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
遊
郭
（
色
町
）
の
堀
の
土
手
に
植
え
ら
れ
る
こ
と

の
多
い
「
柳
」
も
詠
み
こ
ま
れ
て
お
り
、こ
の
「
柳
」
か
ら
は
柳
眉
や
柳
腰
と
い
っ

た
語
が
浮
か
び
、「
妍
な
る
」
と
相
俟
っ
て
傾
城
の
美
し
い
眉
や
し
な
や
か
な
腰

つ
き
が
連
想
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
傾
城
」「
妍
な
る
」
そ
れ
に
「
柳
」

は
縁
語
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
子
夏
曰
、
賢
賢
易
色
…
…
」
は
元
々
は
難
解
か
つ
観
念
的
な
内
容
で
あ
る
が
、

其
角
は
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
内
容
を
深
く
読
み
込
み
、
割
截
型
の
手
法
で
句
に
取

り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
江
戸
時
代
初
期
の
日
本
漢
詩
に
お
け
る
『
論

語
』
の
取
り
込
み
に
比
肩
し
う
る
と
同
時
に
、
初
期
俳
諧
が
得
意
と
し
た
掛
詞
や

縁
語
も
活
用
し
た
巧
み
な
作
り
方
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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よ
る
）
に
は
「
有
下
朋ト

モ

自ヨ
リ

二
遠エ

ン-

方ハ
ウ

一

來
キ
タ
レ
ル
ヿ

上
」
と
あ
り
、

ま
た
新
注
本
の
桂
庵
玄
樹
点
『
元
龜
抄
本
論
語
』（
東
京
都
立
図
書
館
蔵
。
青
淵
論

語
文
庫
〔
青
89
〕『
元
龜
抄
本
論
語
』
存
三
巻
〈
巻
一
・
二
・
十
〉。
巻
之
一
及
び
二
の

奥
書
に
「
元
亀
四
年
癸　
　

酉
三
月
廿
八
日
書
之　

春
永
筆
」
と
あ
る
）
に
は
「
有リ二
朋モ 

自リレ
遠-

方
來ル

ヿ一
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
朋
遠
方
よ
り
来き

た

れ
る
こ
と
あ
り
」
と
読
み

下
す
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
宗
祇
に
「
花
匂
ふ
梅
は
無
双
の
こ
ず
ゑ
か
な
」
で
始
ま
る
漢
語
を
詠
み
入
れ
た
『
宗

祇
畳
字
百
韻
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、安
原
貞
室
編
、明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
刊
の
『
玉

海
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
書
き
に
「
あ
る
人
の
所
望
に
て
畳
字
の
誹

諧
独
吟
に
百
句
せ
し
時
」
と
あ
る
よ
う
に
、
連
歌
で
は
な
く
、
俳
諧
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

（
６
）『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史
』
第
７
巻
「
変
革
期
の
文
学
Ⅱ
」（
岩
波
書
店　

一
九
九
六
年
）
一
一
三
～
一
一
四
ペ
ー
ジ

（
７
）
呉
美
寧
「
室
町
末
期
・
江
戸
初
期
の
論
語
集
注
本
に
お
け
る
古
注
の
影
響　

　
　

元
亀
本
・
寛
永
本
・
寛
文
本
を
対
象
と
し
て　
　

」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

／
訓
点
語
学
会
編
一
〇
七
号　

二
〇
〇
一
年
九
月
）
一
九
～
三
五
ペ
ー
ジ

（
８
）『
論
語
集
解
』
は
魏
の
何
晏
の
撰
。
二
四
八
年
成
立
。
次
行
の
『
論
語
集
注
』
は
南

宋
の
朱
熹
の
撰
。『
四
書
集
注
』
の
一
つ
。
一
一
七
七
年
成
立
。

（
９
）『
足
利
本　

論
語
抄
』
は
中
田
祝
夫
編
『
足
利
本　

論
語
抄
』（
勉
誠
社
一
九
七
二
年
）

に
よ
る
。
本
書
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
三
九
四
～
三
九
七
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
言
及

さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
俳
書
ご
と
に
見
て
ゆ
く
と
、『
論
語
』
を
取
り
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
句
が
出
現
す
る

頻
度
は
高
く
は
な
い
。
例
え
ば
、『
正
章
千
句
』
の
中
で
『
論
語
』
と
関
連
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
は
、「
職
の
い
と
ま
も
と
む
る
夜
半
の
銭
湯
に
（
君
子
食
無
求
飽
、

居
無
求
安〈
学
而
第
一
〉）」「
賢
に
な
ど
春
の
う
ら
ゝ
は
馴
れ
ざ
ら
ん（
賢
賢
易
色〈
学

而
第
一
〉）」「
親
類
の
遠
く
に
居
る
は
呼
の
ぼ
せ
（
有
朋
自
遠
方
来
〈
学
而
第
一
〉）」�

「
つ
れ
〴
〵
と
隠
居
所
の
花
守
り
て
／
賢
や
た
の
し
む
春
の
山
中
（
賢
賢
易
色
〈
学

而
第
一
〉）」
の
四
句
ほ
ど
で
あ
り
、
他
の
俳
書
も
同
程
度
で
あ
る
。『
論
語
』
か
ら

の
語
を
訓
読
み
語
、
音
読
み
語
に
分
け
る
と
、
音
読
み
語
（
漢
語
）
を
取
り
込
ん
だ

例
が
多
い
。

（
11
）
松
山
玖
也
編
『
桜
川
』
は
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
刊
。
翻
刻
版
の
『
桜
川
』（
財

団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫　

一
九
六
〇
年
）
及
び
加
藤
定
彦
解
説
『
桜
川 

上
巻
』（
財

団
法
人
大
東
急
記
念
文
庫　

一
九
八
五
年
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
数
字
は
巻
頭
句
か

（
四
五
）

吉
田
健
一
：
初
期
俳
諧
に
お
け
る
『
論
語
』
の
摂
取
に
つ
い
て



医
療
創
生
大
学
研
究
紀
要
　
人
文
学
・
社
会
科
学
・
情
報
学
篇
　
第
五
号
（
通
巻
第
三
十
三
号
）

ら
数
え
て
何
番
目
の
句
か
を
示
す
。

（
12
）
清
の
沈
德
潛
撰
。
一
七
一
九
年
成
立
。
こ
こ
で
は
、
本
文
は
『
古
詩
源
』（「
中
国

古
典
文
学
基
本
叢
書
」
中
華
書
局　

一
九
六
三
年
）
と
星
川
清
孝
『
古
詩
源　

下
』

（「
漢
詩
大
系
５
」
集
英
社　

一
九
六
五
年
）
と
に
よ
り
、読
み
下
し
は
『
古
詩
源　

下
』

に
よ
る
。

（
13
）
沈
德
潛
撰
『
古
詩
源
』（「
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
」
中
華
書
局　

一
九
六
三
年
）

一
七
二
ペ
ー
ジ

（
14
）
同
書
二
三
八
ペ
ー
ジ
。
な
お
、「
割
截
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和

辞
典 

巻
二
』修
訂
版（
大
修
館
書
店　

一
九
八
四
年
）に「
た
ち
き
る
。〔
論
衡
、對
作
〕

割
截
横
拓
」
と
あ
る
。

（
15
）
こ
の
詩
及
び
次
注
の
「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
覇
」
は
目
加
田
誠
『
唐
詩
選
』（「
新
釈

漢
文
大
系
19
」）
明
治
書
院　

一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。

（
16
）
た
だ
し
、
中
国
の
漢
詩
に
も
『
論
語
』
本
文
の
章
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん

だ
例
も
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
杜
甫
の
「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
覇
」（
丹
青
の
引　

曹
將
軍
覇
に
贈
る
）
と
題
す
る
七
言
古
詩
も
そ
の
一
つ
で
、
そ
の
第
七
行
の
「
丹
青

不
知
老
將
至
（
丹
青
知
ら
ず
老
の
將
に
至
ら
ん
と
す
る
を
）
は
、『
論
語
』
述
而
第

七
の
「
葉
公
問
二
孔
子
於
子
路
一
。
子
路
不
レ
對
。
子
曰
、
女
奚
不
レ
曰
。
其
爲
レ
人
也
、

發
レ
憤
忘
レ
食
、
樂
以
忘
レ
憂
、
不
レ
知
二
老
之
將
一レ
至
云
爾
」
の
一
部
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
利
用
し
て
お
り
、第
八
行
の
「
富
貴
於
我
如
浮
雲
」（
富
貴
我
に
於
て
浮
雲
の
如
し
）

は
、
同
じ
く
述
而
第
七
の
「
子
曰
、
飯
二
疏
食
一
、
飮
レ
水
、
曲
レ
肱
而
枕
レ
之
。
樂
亦

在
二
其
中
一
矣
。
不
義
而
富
且
貴
、
於
レ
我
如
二
浮
雲
一
」
を
ほ
ぼ
同
じ
形
の
ま
ま
取
り

入
れ
て
い
る
。

（
17
）『
日
本
詩
史
・
五
山
堂
詩
話
』（「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
65
」岩
波
書
店 

一
九
八
一
年
）

所
収
の
大
谷
雅
夫
校
注
『
日
本
詩
史
』
八
八
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
18
）
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩　

上
』（「
新
釈
漢
文
大
系
45
」
明
治
書
院　

一
九
七
二
年
）

二
八
～
二
九
ペ
ー
ジ

（
19
）
上
野
洋
三
注
『
江
戸
詩
人
撰
集　

第
一
巻　

石
川
丈
山　

元
政
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
一
年
）　

丈
山
及
び
元
政
の
詩
の
読
み
下
し
は
本
書
に
よ
る
。

（
20
）
た
だ
し
丈
山
の
漢
詩
に
も
割
截
型
と
違
っ
て
ほ
ぼ
本
文
通
り
に
取
り
込
ん
だ
例
も

あ
る
。『
覆
醤
集
』
所
載
の
「
答
春
德
」
と
い
う
七
言
古
詩
に
「
居
仁
由
義
崇
先
哲

　

仁
に
居
り
義
に
由
り
て
先
哲
を
崇
い　

切
問
近
思
伝
若
翁　

切
問
近
思　

若
翁
に

伝
う
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
句
中
の
「
切
問
近
思
」
は
『
論
語
』
子
張
第
十
九

の
「
子
夏
曰
、
博
學
而
篤
志
、
切
問
而
近
思
。
仁
二
在
其
中
一
矣
」
の
中
の
「
切
問
而

近
思
」
を
ほ
ぼ
同
じ
形
で
取
り
込
ん
で
い
る
。

（
21
）
清
兪
樾
撰
・
佐
野
正
巳
編
『
東
瀛
詩
選
』（
汲
古
書
院　

一
九
八
一
年
）
に
よ
る
。

（
22
）
読
み
下
し
は
菅
野
禮
行
・
徳
田
武
校
注
、
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
86　

日

本
漢
詩
集
』（
小
学
館　

二
〇
〇
二
年
）
二
五
二
～
二
五
三
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

（
23
）
毛
振
華
「
日
本
漢
詩
与
《
論
語
》」（『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
五
年
第
三
期　

中
国
孔

子
基
金
会　

二
〇
一
五
年
五
月
）
八
五
ペ
ー
ジ
。
簡
体
字
表
記
を
繁
体
字
表
記
に
改

め
た
。

（
24
）『
五
元
集
』
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
刊
。
こ
こ
で
は
大
野
洒
竹
校
訂
『
俳
諧
文

庫　

第
四
編　

其
角
全
集
』（
博
文
館　

一
八
九
八
年
）
所
収
の
も
の
に
よ
る
。

�

（
よ
し
だ　

け
ん
い
ち
／
日
本
近
世
文
学
）

（
四
六
）


